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鋼管を用いたねじりダンパーの開発および性能に関する実験的研究
An experimental study on development 
torsional dampers using steel tube 
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Abstract Constructing the structure antiseismic experiment center in Aichi 
Institute of Technology is to introduce the seismically isolat巴ddevice the seismic 
isolation bearing of rubber and the damper of torsion make used of steel tube. In 
the results of experiment， we gave a cyclic experiment of the damping part of the 
seismically isolated devic巴ー In r巴sult，we obtained large the deformation ability 




















































T=空三[G'θ+(G -G')9y ] (2) 4h c ， '" 
で求めることができる幻的。
ここで、 D 鋼管の直径， 1 高さ t 板












厚， G:せん断弾性係数 [E/2(1+¥1)]， E:ヤン





























鋼管 STK400(t = 4. 5mm)を用いたものと、極低降
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Fig.7 下部荷重伝達装置




実験供試体に使用した BTー LYP100、BT-LYP 235 
の鋼管、および STK400より取り出した板材を、JJS
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合部の溶接に亀裂を生じ破壊した。最大荷重
38. 7 t f最大変位 80.lrnrnを記録している。
3 . 2・2 STK400-C (STK400のコンクリー
ト充填)
ST[(400-Cの水平荷重 水平変位曲線(履歴曲
線)を Fi g.9 (b)に示す。 6サイクル目の負方向で、















3 . 2 ・3 B了一LYPI00
BT-LYPI00の水平荷重一水平変位曲線(履歴






3・2. 4 BT-LYPIOO-C (BT-LYPIOOのコ
ンクリート充填)
BTー LYPl00 -Cの水平荷重 水平変位曲線(履
歴曲線)を Fi g.9 (d)に示す。 3サイクル自にコン
クリートが出はじめ最大で、 6.Omm近く押し出さ
れている。 5サイクル自の負方向日寺に最大荷重









曲線)を Fi g 9 (巴)に示す。 3サイクル自に鋼管に
変形が生じ始めたが以降明瞭な変形は見られなか
った。5サイクル自の正方向時に最大荷重 4.85 t f 




なかった。最大荷重 44.851 f、最大変位 6O. 35町田
を記録している。
3・2・6 BTー LYP235-C (BT-LYP235の
コンクりート充填)
BT-LYP235-Cの水平荷量一水平変位曲線(履
歴曲線)を Fig9 (f)に示すロ 3サイクル目にコン
クリートが出はじめ最大で、 7.Omm近く押し出さ
れている。 4サイクル目に最大荷重 43.651fに達
した。 5サイクル目の負方向時(荷重 43.01 f、変
位 2.0日田)に鋼管腹部の溶接に亀裂が生じ、 6サ
イクル自で目立った鋼管の劣化が見られたため実
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STK400 0.0220 Qy/ト!y 51% 
STK400-C 0.0238 Qy/Hy 35% 
BT-L YP1 00 0.0173 Qy/Hy 47% 
BT-LYP100-C 。目0169Qy/Hy 38% 
BT-LYP235 0.0199 Qy/Hy 38% 










3 . 5 問題点、および改善点
加工された製品が無く、板厚 6mm(極低降伏鋼
材の中では最小板厚)の鋼板から半割曲げ加工を
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